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今月の話題 
 １１ヶ国２１名の研修生

が IISEE の新コースに

参加 

 江戸東京博物館・本所

防災館見学 

 新しい研修生の紹介 

研修 データベー

ス 
IISEENET（地震防災技術情

報ネット） 

IISEE-UNESCO レクチャーノ

ート 

 E ラーニング 

シノプシス・データベース（修

士論文概要） 

Bulletin データベース 

地震データベース 
2011 年 3 月 11 日東北地方

太平洋沖地震 

地震情報 

宇津カタログ（世界の地震被

害）  

地震カタログ（世界の大地震

の震源メカニズム、余震分

布等） 

論文募集 
IISEE Bulletin は、現在地震

学、地震工学、津波に関す

る論文を募集しております。

開発途上国に関するものを

対象としていますが、それに

限らず募集しています。 

送って頂いた未発表の論文

は、編集委員会と専門家に

よる査読を行います。投稿

１１ヶ国２１名の研修生がIISEEの新コースに参加 
国際地震工学センター 管理室長 山下 崇 

国際地震工学研修の開会式が10月6日(火)16:00-16:30にJICA筑波国際センター

にて開催されました。6名の地震学コース研修生、11名の地震工学コース研修

生、そして、4名の津波防災コース研修生が式典に参加しました。彼らの多くが日

本に来たのは初めてですが、別のコースをすでに修了し2回目の来日の研修生

もいます。 

式典は、芳賀克彦JICA筑波国際センター所

長の開会の挨拶から始まりました。続いて坂

本雄三建築研究所理事長が歓迎の挨拶を

述べました。理事長は、挨拶の中で、建築研

究所は50年以上に亘り研修事業を行ってい

ること、地震や津波に被災した人々に対し心

から同情していること、そして、研修生が自

然災害だけではなく、被災地の人々がどう暮

らしているかも知って欲しいと語りました。そ

の後、政策研究大学院大学(GRIPS)の安藤尚一教授に歓迎挨拶を頂きました。

続いて研修生がそれぞれ自己紹介を行い、最後に研修生を代表してインドのア

シシ・グプタ氏が挨拶を述べて式典が終了しました。 

関係各国政府とJICA事務所の協力により、本年の研修には、11ヶ国22名の応募

がありました。最終的

に、11ヶ国21名が日

本にやってきました。 

新しい通年コース研修

生を入れて、これまで

の通年コース研修生

の数は81ヶ国1,142名

になります。また、こ

れら新研修生を加え

ますと、国際地震工学

センターの研修生は、

合計 100ヶ国 1,724名

になります。 

建築研究所坂本理事長 

 
新研修生及び建築研究所・JICA つくばスタッフ 



料は無料です。 

是非チャレンジして下さい。 

連絡先 
IISEE ニュースレターは、

IISEE と卒業生の架け橋を

目指しています。 

ニュースレターへの報告や

記事をお待ちしております。

皆様の自国でのご活躍をお

知らせ下さい。 

 また、皆様の同僚やお友達

もこのメーリングリストに登

録するようにお誘い下さい。    

iiseenews@kenken.go.jp 
http://iisee.kenken.go.jp 

バックナンバーは

下記をご覧下さ

い。 
http://iisee.kenken.go.jp/nldb/ 

江戸東京博物館・本所防災館見学（10 月 9 日） 
国際地震工学センター長 横井 俊明 

10月9日、授業の一環で東京の下町を訪

れました。まず向かったのは江戸東京博

物館です。東京が江戸と呼ばれていた幕

府時代の17世紀から今日までの歴史を知

ることができます。横網町公園にて昼食を

取った後、次に訪れたのは本所防災館で

す。地震や、浸水した自動車、火災、暴風

雨からの避難を体験しました。 

また帰路では、スカイツリーの壮大な景

色を間近から眺めることもできました。

研修生にとっては今回が開講後初めて

となる東京訪問となりました。 

つくばでの滞在が充実したものになるよ

う、また、この研修が彼らの技術と知識

向上に役立つよう願っております。 

＊＊＊ 新しい研修生 2015-16 ＊＊＊ 

 

横井センター長と研修生 

小谷野 JICA コーディネーターと研修生 



 


